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平成24年３月期第２四半期累計期間業績と前年同期実績との差異に関するお知らせ 

 

 平成24 年３月期第２四半期累計期間（平成23 年４月１日から平成23 年９月30 日）の業績と、前年同期（平成

22年４月１日から平成22年９月30日）の業績との差異について、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 
１．平成24年３月期第２四半期累計期間業績と前年同期業績との差異（非連結） 

（単位：百万円，％） 

 営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 
四半期純利益

前 年 同 期 実 績 （Ａ） 
(平成 23 年３月期第２四半期累計期間) 

870 52 44 17 342円63銭

当  期  実  績 （Ｂ） 
(平成 24 年３月期第２四半期累計期間) 

1,413 335 330 190 3,851円63銭

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 542 282 285 173 3,509円00銭

増 減 率            （％） + 62.3 + 538.0 + 640.5 + 1,012.7 + 1,024.1 

 

２．差異の発生理由等 

第２四半期は総じて円高傾向で、かつボラティリティの低下が見受けられる局面も多く、さらには８月からは最大

レバレッジ25倍の規制が開始されたこともあり、ある一定の取引量のダウンは考慮しておかなければならないかとも

考えておりましたが、お客様のトレード意欲は旺盛で、また、８月の為替介入時にボラティリティが高まり、トラッ

プリピートイフダン(R)をはじめとする、収益機会を逃さない当社独自の自動発注機能シリーズ等が大きく機能したこ

とで取引高が急増する場面等もあり、営業収益は1,413,205千円（前年同期比62.3％増）となりました。営業費用に関

しては、「Ｍ２ＪＦＸ」のリリース、８月に実施した顧客区分管理信託の受託先信託銀行の変更やカバー取引先金融

機関の変更・追加等に伴ってシステムを大幅にリニューアルしたことに係る必要コストの計上や、営業収益の増加に

伴うコスト増等も相俟った結果、1,077,966千円（前年同期比31.7％増）となり、営業利益は335,238千円（前年同期

比538.0％増）となりました。営業外収益は、受取利息等の計上により952千円、営業外費用は、支払利息等の計上に

より6,035千円となった結果、経常利益は330,155千円（前年同期比640.5％増）となりました。税引前四半期純利益は

330,155千円（前年同期比785.9％増）、法人税等合計額として139,329千円計上した結果、四半期純利益は190,825千

円（前年同期比1,012.7％増）となりました。 

以  上 
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